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大規模更新・修繕の実施時期の検討

資料①



実施時期検討の範囲
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○鉄筋コンクリート床版

【中間とりまとめ】において策定した

大規模更新・大規模修繕の

「必要要件」

対策時期の検討範囲

現時点で対策の実施が

必要と判断する箇所の選

定を主な目的とする。

※健全度評価の結果、著しい変状が発生しているものについては、

当該フローによらず早期に適切な対応を施すものとする。
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想定される対策
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◎【中間とりまとめ】において策定した「必要要件」により抽出された大規模更新
大規模修繕が必要となる構造物の対策時期の検討を行う。



実施時期の考え方
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実施時期①

実施時期②

0 1510 20 25

0～15年

5 30 35

実施時期③15～30年

30年以降
（点検サイクル）

点検

点検

修 繕

点検

点検

（年）

※ 実施時期は、変状の進行状況の分析及び点検サイクル
を踏まえて期間を「１５年」と設定

・実施時期①＝「当面0～15年」
⇒現時点の構造物の状況から対策の実施が必要と判断したもの。
⇒予防保全の観点から対策を行うことが有効なもの。



実施時期検討の要件

 要件の整理

要件 橋梁 土構造物 トンネル

構造物の現状
○現状の健全度、変状の発生状況
○経過年数

性能低下要因
（変状のしやすさ）

○劣化要因の程度
（劣化の速度等）

○地形・地質
○構造
（切土・盛土段数等）

○岩種
（強度低下や膨張性を有する）
（風化しやすい）

○構造（矢板工法）

修復の困難性
○構造形式
（鉄筋コンクリート、
ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ、鋼構造）

－ ―

変状発生による危険性 ―
○隣接地の状況
（第三者被害のリスク）

―
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実施時期検討の基本要件

 実施時期検討における基本要件
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実施時期① 実施時期② 実施時期③

変状が

著しい

変状が

発生している

現在問題となる

変状がない

大規模

更新・修繕



実施時期の検討の流れ
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ＳＴＥＰ１

実施時期① 実施時期② 実施時期③

ＳＴＥＰ２

・基本要件による対策実施時期の検討

・細部要件による対策実施時期の見直し

性能低下要因

（変状のしやすさ）

修復困難性

構造物の現状

実施時期①←② 実施時期②←③

劣化が速い

劣化要因の影響が大きい

劣化が進行した場合の対策への影響

変状発生による

危険性
大規模な変状が発生した場合の隣接地への影響

変状が著しい 無し



今後の詳細計画策定における優先順位付けの基本的考え方
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実施時期① 大規模更新の場合

・路線特性による渋滞の影響

・ネットワークの整備効果（迂回転換による渋滞緩和）

・現状の健全度

・変状状況 Ⅴ Ⅳ Ⅲ

早い時期に実施 遅い時期に実施

健全度

■構造物の変状がより著しいものから計画

変状の進行性 進行性

同一健全度

早い時期に実施 遅い時期に実施

速い 遅い

■同一健全度内の優先度は、変状の進行性が速いものから計画

以下の視点から変状の進行性を総合的に判断する
・劣化要因の影響の大きいもの（例：浸透塩分量や中性化の進行程度など）

・経過年が新しくても進行が速いもの

その他

（社会的影響）

■路線特性を踏まえ、渋滞等の社会的影響の検討が必要な場合

※ 具体な対策実施順位は、詳細な計画策定時に、上記要件に基づき
点検・調査結果なども考慮し、適切に判断する。
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実施時期の検討の流れ【橋梁】 大規模更新

■ 鉄筋コンクリート床版、鉄筋コンクリート桁

ＳＴＥＰ１ 実施時期① 実施時期② 実施時期③

ＳＴＥＰ２

構造物の現状 健全度

Ⅴ・Ⅳ

健全度

Ⅲ・Ⅱ

健全度

Ⅰ

基本要件による

対策実施時期検討

細部要件による

対策実施時期の見直し

性能の低下要因

（変状のしやすさ）

修復の困難性

実施時期①←② 実施時期②←③

変状発生による

危険性

・劣化要因 の影響の程度

（健全度の推移から実施時期の設定期間内に健全度

が低下するもの）

対象なし

―

【床版】「内在塩分+飛来塩分」の影響

があるもの、または劣化要因の影響が

あり健全度Ⅲのもの

【桁】「内在塩分」の影響があり健全度

Ⅲのもの

【床版】 ―
【桁】「内在塩分」の影響があるもの

※
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実施時期の検討の流れ【橋梁】 大規模修繕

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

性能の低下要因

（変状のしやすさ）

修復の困難性

構造物の現状

実施時期①←②

変状発生による

危険性

・劣化の進行による対策への影響

（プレストレストコンクリート構造を優先）

―

健全度

Ⅴ・Ⅳ

健全度

Ⅲ・Ⅱ・Ⅰ

【床版】「凍結防止剤」「大型車交通」の影響があるもの

【桁】「飛来塩分」「内在塩分」の影響があるもの

―

劣化要因の影響が大きいﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ床版・桁/ＰＣ鋼棒

実施時期① 実施時期② 実施時期③
基本要件による

対策実施時期検討

細部要件による

対策実施時期の見直し

・劣化要因 の影響の程度

（健全度の推移から実施時期の設定期間内に健全度

が低下するもの）

※

■ 鉄筋コンクリート床版、ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ床版、鋼床版、鉄筋コンクリート桁、ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ桁、鋼桁
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実施時期の検討の流れ【土構造物】 大規模修繕

ＳＴＥＰ１ 実施時期① 実施時期② 実施時期③

ＳＴＥＰ２

性能の低下要因

（変状のしやすさ）

修復の困難性

構造物の現状

実施時期①←②

変状発生による

危険性

―

・隣接地への影響（盛土隣接施設の有無）

変状が

著しい
―

変状が発生
(発生頻度が多い)

基本要件による

対策実施時期検討

細部要件による

対策実施時期の見直し

・のり面高さ（３段以上）

※ 「土石流」は発生した場合、本線への影響が大きいことから実施時期①とする。

■ 盛土、盛土・切土共通、自然斜面
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実施時期の検討の流れ【土構造物】 大規模修繕

ＳＴＥＰ１ 実施時期① 実施時期② 実施時期③

ＳＴＥＰ２

性能の低下要因

（変状のしやすさ）

修復の困難性

構造物の現状

実施時期①←② 実施時期②←③

変状発生による

危険性

・変状要因の影響の程度

―

対象なし

機能損失アン

カーが多数あり、

安定性が懸念

される

機能損失アン

カーがある

機能損失アン

カーがない

基本要件による

対策実施時期検討

細部要件による

対策実施時期の見直し

旧タイプアンカー

■ 切土：グラウンドアンカー
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実施時期の検討の流れ【トンネル】 大規模修繕

ＳＴＥＰ１
実施時期① 実施時期② 実施時期③

ＳＴＥＰ２

構造物の現状 路面隆起発生
強度低下地山で

覆工に変状発生

（Ⅴ～Ⅲ-１）
―

基本要件による

対策実施時期検討

細部要件による

対策実施時期の見直し

性能の低下要因

（変状のしやすさ）

修復の困難性

実施時期①←②

変状発生による

危険性

・変状要因の影響の程度

―

―

地山の劣化が進んでいるもの（Ⅴ～Ⅲ-２）

■ トンネル本体工
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実施時期の検討の流れ【トンネル】 大規模修繕

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

構造物の現状

基本要件による

対策実施時期検討

細部要件による

対策実施時期の見直し

実施時期① 実施時期② 実施時期③

覆工健全度

Ⅴ・Ⅳ・Ⅲ-2

風化しやすい

岩種で覆工健

全度Ⅲ-1
ー

性能の低下要因

（変状のしやすさ）

修復の困難性

実施時期①←②

変状発生による

危険性

―

―

・変状要因の影響の程度

矢板工法で施工されたもの

■ トンネル覆工
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